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太 陽 光 発 電 は メ ン テ ナ ン ス フ リ ー で は な い

太 陽 光 発 電 は手 間 が か からない、メンテナンスフリーということを聞 いたことがある人 もいるでしょう。太 陽 光 発

電パネルのメーカーの中には� � 年 間 保 証といった長 期 の保 証を行っているところもありますし、太 陽 光 発 電パネ

ルには掃 除 機や洗 濯 機 のような可 動 部 分 がないため、故 障 が少 ないといえます。しかし太 陽 光 発 電で発 電をする

には 太 陽 光 発 電 パ ネル だけでなくパワーコンディショナや接 続 箱 などいくつか の 機 器 が 必 要です。そしてパ ネル

以 外 の機 器については、一 般 の家 電 製 品と同 様に故 障 のリスクがあります。また太 陽 光 発 電パネルは野 外に設 置

しますから、飛来物によって破損することもあります。

太 陽 光 発 電 は、FXや株や不 動 産 などに比 べてリスクが 少 なく、長 期 間 に渡って安 定した収 入 を得ることができる

投 資 先として人 気です。ですが 太 陽 光 発 電 は けしてメンテナンスフリーではなく、長 期 間 に渡って安 定した収 入 を

得 るに は 、太 陽 光 発 電 の 維 持 管 理 が 重 要 であり、その た め に は 定 期 的 な 点 検・メンテナンス が 必 須 な のです。

� � � � 年 � 月に施 行された改 正 F I T 法によって太 陽 光 発 電 の保 守 が義 務 化されています。改 正 F I T 法に沿った運 用

を行っていないことが 判 明すると、指 導 、改 善 . 命 令 、認 定 取 消しといったことにもなります。改 正 F I T 法 の施 行 後 、

改正FIT法に従った運営を行 わず認定取消しとなった太陽光発電所では、電力会社との接続を停止されて売電 が

できなくなるという処分も行 われています。太陽光発電はメンテナンスフリーではなく、太陽光発電では点検・メン

テナンスが必須と考えた方がよいでしょう。

太 陽 光 発 電 の点 検・メンテナンスでは専 門 的 な知 識 が必 要になりますし、発 電 所 が遠 方にある場 合 など発 電 所に

行くにも苦 労です。そこで太 陽 光 発 電 所 の維 持 管 理 についてはO & Mサービスを利 用する人 が 多くなってきていま

す。O & M サービスとは、太 陽 光 発 電 の維 持 管 理 のためのサービスを提 供しており、そのサービス内 容 は主 に発 電

量 の監 視とトラブル時 の対 応、そして定 期 的 な点 検・メンテナンスの�つです。発 電 量を監 視することによって発 電

量 の低 下するトラブルの発 見 が 可 能となり、トラブル が 発 生したときにできるだけ早く修 理することによって発 電

量 の 減 少 、つまりは収 益 の 損 失 を抑えることができます。そのうえで定 期 点 検・メンテナンスを行え ば故 障 を未 然

に防ぐことができますし、発電量の維持にも有効です。太陽光発電パネルも経年劣化によって発電量が低下します

し、そのほ かの機 器 についても同 様です。定 期 点 検・メンテナンスによって耐 用 年 数を過ぎた機 器 の交 換を行って

い けば、経年劣化による発電量の低下も抑えることができます。



運 営 会 社 概 要

会 社 名

所 在 地

5 , 0 0 0 万 円 （ グ ル ー プ 全 体  1 5 , 5 1 0 万 円 ）

平 日 （ 月 ～ 金 ） 9 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

代 表 取 締 役 　 石 橋  大 右

 フ リ ー ダ イ ヤ ル ： 0 1 2 0 - 4 0 9 - 5 2 2  /  0 5 0 - 3 1 7 6 - 2 1 2 2

家 庭 用 ・ 産 業 用 　 電 気 設 備 の 販 売 施 工事 業 案 内

営 業 時 間

T E L

支 店

京 都 府 京 丹 後 市

一 級 電 気 工 事 施 工 管 理 技 士  /  一 級 土 木 施 工 管 理 技 士  /  一 級 建 築 士  /  宅 地 建 物 取 引 士
第 一 種 電 気 工 事 士  /  第 二 種 電 気 工 事 士  /  認 定 電 気 工 事 従 事 者 取 得
P V マ ス タ ー 保 守 点 検 技 術 者 認 定 技 術 者  /  第 三 種 冷 凍 機 責 任 者  /  危 険 物 取 り 扱 い  乙 四 種

・特定建設業 許可（特 -��）第 ������ 号
・大阪府知事登録電気工事業第 ����-����
・電気工事工業協同組合加盟
・建設工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・屋根工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・鋼構造物工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・大工工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・宅地建物取引業者 大阪府知事 （�) 第 ����� 号
・タイル・れんが・ブロック工事業 大阪府知事
   許可（特 -�) 第 ������ 号

・電気工事業 大阪府知事許可（特 -�) 第 ������ 号

・管工事業 大阪府知事 
   許可（特 -�）第 ������ 号

・ISO ����：����
・ISO �����：����
・SDGs：�,�,��,��,��
・レジリエンス認証 認証登録番号：��������
・再エネ ��� 宣言 RE ACTION　参加
・OSAKA ゼロカーボンファウンデーション
・健康経営優良法人　����
・古物商 機械工具類 第 �����R������ 号
・ホワイト企業認定「ゴールド」����

物 流 セ ン タ ー

保 有 資 格

み ず ほ 銀 行 、 三 井 住 友 銀 行

h t t p s : / / w a j o - h o l d i n g s . j p /

許 可 ・ 登 録

公 式 サ イ ト

取 引 金 融 機 関

代 表 者

資 本 金

設 立

株 式 会 社 和 上 ホ ー ル デ ィ ン グ ス （ 帝 国 デ ー タ バ ン ク  企 業 コ ー ド  5 8 2 5 6 0 4 1 0 ）

1 9 9 3 年 7 月

大 阪 本 社
〒 5 3 0 - 0 0 0 2   大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地  1 - 1 3 - 2 2  W e W o r k  御 堂 筋 フ ロ ン テ ィ ア  7 F

C h e c k !▶

東 京 支 店  〒 1 7 1 - 0 0 2 1  東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 1 - 1 1 - 1  W e W o r k  メトロポリタンプラザビル 1 4 F

東 北 支 店〒 9 6 3 - 8 8 1 8  福 島 県 郡 山 市 十 貫 河 原 5 3 - 2


